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概 要

補完的課題（案）：若手医師の臨床研究者としての育成プログラム開発
臨床研究・臨床への橋渡し研究 連携施策群

必要性

少子高齢化が急速に進む我が国において、
国民は様々な病に苦しんでおり、その克服は
重要課題である。そのため画期的治療薬等
が患者・国民により早く届くよう、基礎研究成
果の実用化に向けた研究開発強化が必要で
あり、第3期科学技術基本計画でも「臨床研

究・臨床への橋渡し研究」は戦略重点科学技
術として位置づけられ、取組の強化が図られ
ている。
しかし、臨床研修の必修化に伴い、医師の

地域偏在とともに特定診療科への偏在が問
題となっており、臨床研究を行う医師に関して
も、環境整備の遅れから医師の確保が難し
い状況にある。
臨床研究・橋渡し研究においては、基礎研

究成果の実用化に向けた研究とともに、高度
な臨床研究から発し、基礎研究と連携する研
究も重要である。この場合、十分な臨床経験
を積むことが求められる。一方、臨床研究を
行いたいと希望する若手の医師に対する支
援プログラムは、十分とはいえない。

本研究では、PhDを取得した若手医師を対

象に、将来の臨床研究を担う人材の育成につ
いて、育成モデルプログラムの構築を行う。

具体的には、
①臨床経験を有し臨床研究を志す若手医師
が臨床研究を開始することを支援する育成プ
ログラムを提案し、
②若手医師を雇用し育成プログラムに従い臨
床研究を実施する。

雇用する医師は１機関あたり３人とし、４機関
による総合的な推進体制を構築する。また提
案する育成プログラムには、臨床研究を行う
具体的疾患を示し、３年間に３人で行う臨床研
究の内容、課題終了時に提案される見込みの
治療法を示す。
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体制整備

目
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画
期
的
治
療
薬
・医
療
機
器
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技
術
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迅
速
な
提
供

戦略重点科学技術「臨床研究・臨床への橋渡し研究」における補
完的課題の位置付けについて

創薬プロセスの効率化・高度化

施策名及び担当省： （文）文部科学省、 （厚）厚生労働省、 （経）経済産業省

治験推進研究 （厚）

臨床試験推進研究 （厚）

循環器疾患等生活習慣病
対策総合研究 （厚）

分子イメージング研究
プログラム （文）

戦略重点科学技術該当施策

ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤
技術開発 （経）

分子イメージング研究プログラム（文）

支援機能の拠点化

先端技術の融合促進

基礎研究から臨床研究への橋渡し
促進技術開発 （経）

臨床研究基盤整備推進研究 （厚）

臨床研究基盤の強化

基礎研究へのフィードバック

基礎研究成果等 臨床研究、
治験等の推進

基
礎
研
究
に
基
づ
く
研
究
開
発
候
補

橋渡し研究支援推進プログラム（文）

臨床への橋渡し強化
（トランスレーショナルリサーチ）

補完的課題（案）：若手医師の臨床研究者としての育成プログラム開発
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医学部
臨床研修
（前期）

臨床研究
（病院）

（大学病院）

大学院生（PhDコース）

MD

PhD

ポスドク

臨床研究基盤整備推進研究（厚労）
教育プログラム（研究補助者の院内人材の育成研究補助者の院内人材の育成）

補完的課題（案）（振興調整費）
若手医師の臨床研究者としての育成プログラム開発
（研究指導者の養成研究指導者の養成）

特別研究員（JSPS) リサーチレジデント（厚労）

補完的課題（案）「若手医師の臨床研究者としての
育成プログラム開発」の他の人材育成プログラムとの関係

シニア
レジデント
（後期臨床研修）

臨床系臨床系

基礎系基礎系

PhD
臨床医
（病院）

臨床医
（大学病院）

大学院在籍による博士号取得を想定

一般臨床医
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補完的課題（案）：持続的植物生産のための植物・微生物間
相互作用の解析研究

食料・生物生産連携施策群

概 要必要性

食料需給は中長期的にひっ迫する
可能性もあると見込まれ、人類社会
が持続的発展を遂げるためには、環
境を保全しつつ調和のとれた持続的
植物生産体系の確立が必須であり、
そのためには植物を取り巻く生物間
相互作用及び環境との関係の解明
が極めて重要である。

ゲノム情報が蓄積しつつあるイネ、アブラナ
科植物、マメ科植物などの植物種を対象と
して、微生物―植物間（根粒菌、内生菌根
菌等と植物）の相互作用のメカニズムにつ
いてゲノムレベルで解明を行うとともに、環
境変化に伴う生物間相互作用の動態変化
の研究を行い、持続的な植物生産体系確立
の基盤を整備する。以上を、国際的にも取
組まれつつある比較ゲノミクスの技術も活
かしつつ、総合的な推進体制によって実施
する。
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成果の受け渡し

目標

・効果的なリスクコミュニケーション手法の開発

・透明性・信頼性の高いリスク評価システム
の開発

・生産性向上とその持続的発展のため
の技術開発

●
高
品
質
な
食
料
を
低
コ
ス
ト
・
省
力
的
に
安
定
し
て
生
産
・
供
給

す
る
技
術
の
開
発

国民の食の安全・信頼を確保する
技術の強化●

食
品
供
給
行
程
（
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
）
全
般
に
お
け
る

リ
ス
ク
分
析
に
資
す
る
研
究

開
発

・ニーズに対応した高品質な食料・食品
の技術開発

・次世代の食料・食品を先導する革新的
技術の開発

ポストゲノム研究の科学的根拠に基づ
いた、機能性食料・食品の研究開発

国際競争力向上のための、低コストで
食料を生産する技術の強化

・遺伝子組換え技術の適切な使用のため
の技術開発

担い手の育成に資するIT等を活用

した新しい生産システムの開発
（農）

粗飼料多給による日本型家畜飼養
技術の開発

（農）

シ
ー
ズ
と
な
る
研
究

成
果
の
受
け
渡
し

品
種
改
良
に
向
け
た
研
究

生
産
体
制
に
関
す
る
研
究

・農林水産物・食品の安全に資する技術
開発

等

食品健康影響評価技術研究
（食）

食の安心・安全確保推進研究
（厚）

牛海綿状脳症(BSE)及び人獣共通
感染症の制圧のための技術開発

（農）

等

アグリバイオ実用化・産業化研究
（農）

低コストで質の良い加工•業務用
農産物の安定供給技術の開発

（農）

等

植物科学研究事業（文）

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進（食料生産技
術の革新に向けた研究推進（農）

施策名及び担当府省： （食）食品安全委員会、 （文）文部科学省、
（厚）厚生労働省、 （農）農林水産省

等

戦略重点科学技術：「国際競争力を向上させる安全な食料の生産・供給科学技術」における補完的課題の位置付けについて

補完的課題（案）：
持続的植物生産の
ための植物・微生
物間相互作用の解
析研究

加
速

５



持続的植物生産のための植物・微生物間相互作用の解析研究（案）

共生・感染など植物・微生物
間の相互作用の解明

肥料の効率的
使用

（窒素固定）

耐病性

期待される成果研究内容現状

環境変化に伴
う植物・微生
物相互作用の

動態解明

微生物植物

環境変化に伴う動態変化の研究

植物・微生物間
の相互作用を
ゲノム情報を
駆使して総合
的に扱う研究
は取組が不十

分

植物と微生物
各々のゲノム
解析研究によ
る機能解明・機
能利用研究は
進捗が著しい

環境

比較ゲノム解析

植物キーワード

生物間共生・相互作用

環
境
を
保
全
す
る
持
続
的
植
物

生
産
体
系
の
確
立

生物機能を活用した環境保全技術型の生産技術の開発
をめざして、連携による総合的な推進体制で植物・微生
物の共生・感染などの相互作用のメカニズムを解明する。

微生物

共生・感染

環境負荷軽減
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○持続的植物生産のための生物間相互作用の解析研究

人類社会が持続的発展を遂げるためには、環境を保全しつつ
調和のとれた持続的植物生産体系の確立が必須であり、その
ためには植物を取り巻く生物間相互作用及び環境との関係の
解明が極めて重要である。
このため、ゲノム情報が蓄積しつつあるイネ、アブラナ科植物、

マメ科植物などの植物種を対象として、①植物―植物間（野生
種と栽培種、侵入種と在来種など）、②微生物―植物間（根粒菌、
内生菌根菌等と植物）、③昆虫―植物間（アブラムシ等の昆虫と
植物）の相互作用のメカニズムについてゲノムレベルで解明を
行うとともに、④環境変化に伴う生物間相互作用の動態変化の
研究を行い、持続的な植物生産体系確立の基盤を整備する。以
上を、国際的にも取組が開始されつつあるメタゲノミクス（生物
集団ゲノム研究）などの新たな技術も活かしつつ、総合的な推
進体制によって実施する。

参考
平成１８年度公募要領
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